
男女共同参画推進室■
詳しくは→　http://www.juntendo.ac.jp/kyodoss/support01.html

本学で働く女性職員・学生で乳幼児を持つ方、どなたでもご利用になれ
る搾乳室を、センチュリータワー北14階・健康管理室内にご用意いたし
ました。ご利用には事前登録が必要です。搾乳室の利用をご希望の方
は、ぜひ男女共同参画推進室までご連絡ください。

文部科学省科学技術人材育成補助事業

　　「女性研究者研究活動支援事業シンポジウム2013
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～世界で活躍できる理系女性研究者の育成～」（2013.11.11）

女性研究者研究活動支援事業

第3回シンポジウム開催
本学が平成23年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事
業」に採択され、本年度は最終年度にあたります。3年間の取組を総括するとともに、事
業終了後の本学の女性研究者支援への展望を示す為、第3回シンポジウムを開催すること
となりましたのでお知らせいたします。

開催
告知

取組
紹介

研究のこと、家庭のこと…ご自身のライフ・イベントにひとりで
悩んでいませんか？相談室を設けておりますので、ぜひお気
軽にご相談ください。個人情報の取扱いについては徹底いた
します。まずは「相談希望」のメールを-danjyo＠juntendo.
ac.jp宛にお送りください。折り返し、相談員よりご希望日
時などをお伺いするメールをお送り致します。

詳しくは→　http://www.juntendo.ac.jp/kyodoss/soudan.html
男女共同参画推進室■

順天堂大学女性研究者支援室

研究を続けていく上でお困りのこと、お悩みのことがございましたら、

女性研究者支援室・研究支援コーディネーターに

お気軽にご相談ください。

たとえば、こんなことを悩んでいるとき…

　　◆論文や研究について

　　◆研究費取得について　　

　　◆結婚・妊娠・子育てなどのライフイベントと学業や研究との両立のこと　　
　　◆これからも研究を続けていくのか、進路やポジションのこと　　
　　◆妊娠・出産後の仕事の継続や復職後のこと

そのほかにも…

　　◆困ったことをどこに相談すればいいのか分からない

　　◆誰かに話しを聞いてほしい

対象者 本学女子職員及び本学に在籍する女子学生の皆さん

利用方法 原則事前予約を受付けております。
まずは sankaku@juntendo.ac.jp まで、

希望日時等をご連絡ください。

折り返し、相談日時をご連絡いたします。

 ※相談内容等のプライバシーは厳守いたします。

相談員 女性研究者支援室

研究支援コーディネーター　古田　晶子

◆相談室に関するお問い合わせ

女性研究者支援室　人事部内（センチュリータワー南 12 階）

メール ：sankaku@juntendo.ac.jp　　電話：03-3813-3111　内線：3120

相談室のご案内

　参加レポート　
「女性研究者研究活動支援事業シンポジウム2013　-世界で活躍できる理系女性研究者の育成-」に出席して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　男女共同参画推進室・研究支援コーディネーター古田　晶子
　

■日時：平成26年3月15日（土）
　　　　　13：30 ～ 16：55
■場所：順天堂大学10号館1階
　　　　　　カンファレンスルーム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■プログラム

※詳細は決まり次第、随時ホームページ、ニュースレター等で配信いたします

講演①　板東久美子氏　（文部科学審議官）
講演②　黒川洵子氏　　
　　　　　　（東京医科歯科大学　難治疾患研究所　先端分子医学研究部門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生体情報薬理部門　准教授）
講演③　蓮沼直子氏
　　　　　　（秋田大学　医学部総合地域医療推進学講座　寄付講座　助教）

終了後は会場を移し意見交換会を行います

若手研究者からの報告　　髙木美幸氏（腎臓内科）　細澤麻里子氏（小児科）

パネルディスカッション　　

ポスターディスカッションの様子▲

シンポジウム会場の様子▲

パネルディスカッションの様子▲

搾乳室について

相談室について

     　                                                                

                                                               
                                                               
                                                                 
                                                               
                                                               

                                                                 

                                                               
                                                                   

１１月１１日（月）に文部科学省主催の女性研究者研究活動支援事
業シンポジウムに参加しました。
午前中はポスターディスカッションと分科会、午後から講演会と分科

会発表及びパネルディスカッションがあり、最後の意見交換会まで熱心
な討論がおこなわれ盛会でした。
　分科会では、順天堂大学はEグループ（医学系機関）に属し、現在補
助事業を受けている研究機関とこれまでに採択実績のある研究機関
である、東京女子医大、東京医科歯科大学、京都府立医科大学、福島県
立医科大学、奈良県立医科大学、滋賀医科大学、東京医科大学により、今年度のシンポジム課題「世界で活躍できる理系女性研究
者の育成」と、医学部における女性研究者支援の問題点について話し合いました。多くの大学が、女子学生の自覚を促し、男子学生
の意識改革をすることを目的とした学生講義やキャリアアップセミナーに積極的に取り組んでおり、参考になりました。今年は分科
会に九州大学名誉教授の水田祥代先生が同席され、現役時代に女性限定公募のポジティブ・アクションを全学的に施行された経
緯を伺うことができて大変感銘を受けました。分科会で結論として今後、大学間の連携を密にして女性医師ネットワークを作り、様
々なロールモデルを提供して論文等に情報を発信していくという意見がまとまりました。
　基調講演は、郷通子先生（大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 理事）か
ら「国際的に評価される研究とキャリアをめざして」と題してのお話でした。郷先生は、
前お茶の水女子大学学長で著名な生物物理学者です。まさに世界で活躍している理
系女性研究者で、研究の進め方、論文の書き方や留学中のお話を興味深く拝聴しま
した。特別講演の北澤宏一先生（東京都市大学　学長）は、セラミックス研究の最高権
威で、本年度まで科学技術振興機構の顧問でもあり、「参加することと継続することそ
のためのしかけ」という題 で、男女共同参画社会基本法から始まり、どのように女性
研究者が活躍できる場を作っていくか、本邦に合ったポジティブ・アクションをどう展
開していけばいいか、詳しく解説していただきました。

                                                               
                パネルディスカッションで、

                                                               
                今回の主題、「世界で活躍で

                                                               
                きる研究者を育成する」ため

                                                               
                には、研究のオリジナリティ、語学力、若い頃から責任のある立場を経験さ

                                                               
                せること、海外での研究体験、メンターが挙げられていましたが、これは男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性研究者も同じだと思います。未だ男性育休が稀である本邦においては、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
女性がライフイベント中に周囲の協力を得ていかに研究を継続していく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か、社会全体で考え構造改革をしていかなければならない問題です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
順天堂大学は今年度で女性研究者研究活動支援事業が最終年度となり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ました。今後は他大学と連携協働し、今後どのような形で女性研究者支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を継続していくか検討していきたいと考えています。

(案)


